
厚生労働省のホームページ Q&A より 抜粋しました 

Q1 ≪感染を予防するために注意すべきことはありますか？心配な場合には、どの

ように対応すればよいですか？≫ 

まずは、石けんやアルコール消毒液などによる手洗いを行ってください。 

咳などの症状がある方は、咳やくしゃみを手でおさえると、その手で触ったドアノブ

など周囲のものにウイルスが付着し、ドアノブなどを介して他者に病気をうつす可能

性がありますので、咳エチケットを行ってください。特に屋内などで、お互いの距離

が十分にとれない状況で一定時間いるときはご注意下さい。また、持病がある方など

は、上記に加えて、公共交通機関や人混みの多い場所を避けるなど、より一層注意し

てください。なお、現時点では新型コロナウイルス感染症以外の病気の方が圧倒的に

多い状況であり、インフルエンザ等の心配があるときには、通常と同様に、かかりつ

け医等にご相談ください。 

 

Q2 ≪「咳エチケット」とは何を行うことですか？≫ 

咳エチケットとは、感染症を他者に感染させないために、咳・くしゃみをする際、

マスクやティッシュ・ハンカチ、袖、肘の内側などを使って、口や鼻をおさえること

です。詳しくは、厚生労働省のホームページをご覧ください。 

 

Q3 ≪多くの方が集まるイベントや行事など（例：業務における会議や研修会、卒業

式）の参加・開催については、どのように対応すれば良いですか？≫ 

最新の感染の発生状況を踏まえると、例えば屋内などで、お互いの距離が十分にとれ

ない状況で一定時間いることが、感染のリスクを高めるとされています。 そのため、

イベントなどの主催者は、感染拡大の防止という観点から、感染の広がり、会場の状況

などを踏まえ、開催の必要性を改めて検討していただくようお願いします。なお、イベ

ントなどの開催は、現時点で政府が一律の自粛要請を行うものではありません。 

また、開催する場合は、参加者への手洗いの推奨やアルコール消毒薬の設置、風邪のよ

うな症状のある方には参加しないよう依頼をすることなど、感染拡大の防止に向けた対

策を徹底してください。 

国民の皆さまは、風邪のような症状がある場合、学校や仕事を休み、外出を控え、手洗

いや咳エチケットの徹底など、感染の拡大防止につながる行動にご協力をお願いします。

特に高齢の方や基礎疾患をお持ちの方には、人込みの多いところはできれば避けるなど、

感染予防にご注意いただくようお願いします。 

そのためには、学校や企業など、社会全体の理解に加え、生徒や従業員の方々が休みや

すい環境整備が大切です。テレワークや時差通勤も有効な手段ですので、皆さまのご協

力をお願いします。 
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